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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

本研究は、バイオ人工肝臓システムや肝毒性・薬物動態評価系、肝疾患モデルなどの用途に利用

可能な機能的肝細胞源を新たに開発するために、合成生物学アプローチによる遺伝子工学的手法を

用いてヘパトーマ細胞の改変を行い、高増殖状態から高肝機能発現状態へと加温によって任意のタ

イミングで切り替えが可能な細胞株の作製に成功し、細胞の機能発現における特徴について報告し

たものである。これらの成果は、化学システム工学上重要な知見を得たものとして価値ある業績と

認められる。よって、本論文は博士（工学）の学位論文に値するものと認める。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 


